


主な増減理由

貸借対照表の概要貸借対照表の概要貸借対照表の概要貸借対照表の概要

■■■■貸借対照表とは貸借対照表とは貸借対照表とは貸借対照表とは

国立大学法人の財政状態について、決算日（平成３０年3月31日）における全ての資産、負債及び
純資産を示したものです。

貸借対照表貸借対照表貸借対照表貸借対照表【【【【資産の部資産の部資産の部資産の部】】】】

【【【【資産資産資産資産の部にの部にの部にの部についてついてついてついて】】】】
平成29年度末の資産合計は、前年度比21.1億円減の867.6億円となっています。

主な減少要因主な減少要因主な減少要因主な減少要因
・建物等の年数経過による減価償却に伴う建物等の減少が13.7億円
・診療用機器、教育研究用機器の年数経過による減価償却に伴う工具器具備品の減少が4.8億円

（単位：百万円）

平成28年度平成28年度平成28年度平成28年度 平成29年度平成29年度平成29年度平成29年度 増減額増減額増減額増減額

　土地　土地　土地　土地 30,45130,45130,45130,451 30,45130,45130,45130,451 0000

　建物等　建物等　建物等　建物等 30,47430,47430,47430,474 29,10129,10129,10129,101 △ 1,374△ 1,374△ 1,374△ 1,374

　工具器具備品　工具器具備品　工具器具備品　工具器具備品 5,6015,6015,6015,601 5,1255,1255,1255,125 △ 476△ 476△ 476△ 476

　図書　図書　図書　図書 5,3255,3255,3255,325 5,2825,2825,2825,282 △ 43△ 43△ 43△ 43

　ソフトウエア　ソフトウエア　ソフトウエア　ソフトウエア 821821821821 602602602602 △ 218△ 218△ 218△ 218

　現金及び預金　現金及び預金　現金及び預金　現金及び預金 8,6828,6828,6828,682 9,1459,1459,1459,145 463463463463

　有価証券・長期性預金　有価証券・長期性預金　有価証券・長期性預金　有価証券・長期性預金 1,9111,9111,9111,911 1,6111,6111,6111,611 △ 300△ 300△ 300△ 300

　未収附属病院収入　未収附属病院収入　未収附属病院収入　未収附属病院収入 4,1444,1444,1444,144 4,2104,2104,2104,210 66666666

　その他の未収入金　その他の未収入金　その他の未収入金　その他の未収入金 602602602602 557557557557 △ 44△ 44△ 44△ 44

　その他の資産　その他の資産　その他の資産　その他の資産 860860860860 675675675675 △ 185△ 185△ 185△ 185

　資産　資産　資産　資産 88,87088,87088,87088,870 86,75886,75886,75886,758 △ 2,111△ 2,111△ 2,111△ 2,111

※百万円未満四捨五入のため、合計は一致しない場合があります。

建物等の年数経過による減価

償却に伴う減少

診療用機器、教育研究用機器

の年数経過による減価償却に

伴う減少

病院情報管理システム等の減

価償却に伴う減少



【【【【負債の負債の負債の負債の部に部に部に部についてついてついてついて】】】】
平成29年度末の負債合計は、前年度比21.2億円減の379.7億円となっています。

主な主な主な主な減少減少減少減少要因要因要因要因
・附属病院借入金の償還に伴う借入金の減少が12.0億円
・期末における未払金の減少が4.9億円

【【【【純資産の純資産の純資産の純資産の部に部に部に部についてついてついてついて】】】】
平成29年度末の純資産合計は、前年度比0.1億円増の487.9億円となっています。

主な増加要因主な増加要因主な増加要因主な増加要因
・目的積立金の増加が6.3億円
・当期未処分利益の増加が4.7億円
主な減少要因主な減少要因主な減少要因主な減少要因
・施設費等を財源とする固定資産の減価償却累計額の増加に伴う資本剰余金の減少が11.0億円

貸借対照表貸借対照表貸借対照表貸借対照表【【【【負債の部負債の部負債の部負債の部】】】】

貸借対照表貸借対照表貸借対照表貸借対照表【【【【純資産の部純資産の部純資産の部純資産の部】】】】

貸借対照表の概要貸借対照表の概要貸借対照表の概要貸借対照表の概要

主な増減理由

主な増減理由

（単位：百万円）

平成28年度平成28年度平成28年度平成28年度 平成29年度平成29年度平成29年度平成29年度 増減額増減額増減額増減額

　資産見返負債　資産見返負債　資産見返負債　資産見返負債 14,34914,34914,34914,349 14,33314,33314,33314,333 △ 16△ 16△ 16△ 16

　借入金　借入金　借入金　借入金 13,65113,65113,65113,651 12,44712,44712,44712,447 △ 1,203△ 1,203△ 1,203△ 1,203

　運営費交付金債務　運営費交付金債務　運営費交付金債務　運営費交付金債務 559559559559 254254254254 △ 306△ 306△ 306△ 306

　寄付金債務　寄付金債務　寄付金債務　寄付金債務 3,1573,1573,1573,157 3,2373,2373,2373,237 80808080

　前受受託研究費等　前受受託研究費等　前受受託研究費等　前受受託研究費等 459459459459 564564564564 106106106106

　未払金　未払金　未払金　未払金 5,5005,5005,5005,500 5,0145,0145,0145,014 △ 486△ 486△ 486△ 486

　その他の負債　その他の負債　その他の負債　その他の負債 2,4132,4132,4132,413 2,1212,1212,1212,121 △ 292△ 292△ 292△ 292

　負債：計　負債：計　負債：計　負債：計 40,08740,08740,08740,087 37,97037,97037,97037,970 △ 2,117△ 2,117△ 2,117△ 2,117

※百万円未満四捨五入のため、合計は一致しない場合があります。

業務達成基準を適用したこと

による繰越額の減少

附属病院借入金の償還に伴う

減少

期末における退職手当、医薬

品、固定資産分の減少

（単位：百万円）

平成28年度平成28年度平成28年度平成28年度 平成29年度平成29年度平成29年度平成29年度 増減額増減額増減額増減額

　資本金　資本金　資本金　資本金 36,16336,16336,16336,163 36,16336,16336,16336,163 0000

　資本剰余金　資本剰余金　資本剰余金　資本剰余金 5,2285,2285,2285,228 4,1294,1294,1294,129 △ 1,099△ 1,099△ 1,099△ 1,099

　 前中期目標期間繰越積立金　 前中期目標期間繰越積立金　 前中期目標期間繰越積立金　 前中期目標期間繰越積立金 6,7606,7606,7606,760 6,7606,7606,7606,760 0000

　目的積立金　目的積立金　目的積立金　目的積立金 0000 631631631631 631631631631

　積立金　積立金　積立金　積立金 0000 0000 0000

　当期未処分利益　当期未処分利益　当期未処分利益　当期未処分利益 631631631631 1,1051,1051,1051,105 474474474474

　純資産：計　純資産：計　純資産：計　純資産：計 48,78248,78248,78248,782 48,78848,78848,78848,788 6666

　負債・純資産　負債・純資産　負債・純資産　負債・純資産 88,87088,87088,87088,870 86,75886,75886,75886,758 △ 2,111△ 2,111△ 2,111△ 2,111

※百万円未満四捨五入のため、合計は一致しない場合があります。

28年度に発生した未処分利

益のうち現金の裏付けがある

利益を目的積立金として計上

損益計算書の当期総利益と

一致します

施設費等を財源とする固定

資産の減価償却に伴う減少



■損益計算書とは■損益計算書とは■損益計算書とは■損益計算書とは
一会計期間における国立大学法人の運営状況を示したものです。業務運営に要した費用、事業の実施
や業務の実現に応じて計上する収益を示しています。

【【【【経常費用について経常費用について経常費用について経常費用について】】】】
平成29年度の経常費用は、0.7億円増の421.2億円となっています。

主な主な主な主な増加増加増加増加要因要因要因要因
・当期受入額の増加に伴う受託研究・事業費等の増加が3.0億円
・医薬品費、診療材料費の増加による診療経費の増加が2.7億円
主主主主な減少要因な減少要因な減少要因な減少要因
・国からの承継図書除却の減少に伴う教育研究支援経費の減少が4.7億円

【【【【経常収益について経常収益について経常収益について経常収益について】】】】
平成29年度の経常収益は、7.5億円増の431.7億円となっています。

主な増加要因主な増加要因主な増加要因主な増加要因
・交付額の増と業務達成基準適用に伴う債務繰越額の減による運営費交付金収益の増加が6.6億円
・附属病院の経営努力による附属病院収益の増加が4.6億円
主な減少要因主な減少要因主な減少要因主な減少要因
・国からの承継図書除却の減少に伴う資産見返負債戻入の減少が4.8億円

平成29年度の当期総利益は11.1億円となっており、うち現金の裏付けのある利益6.1億円は、
文部科学省へ申請のうえ承認されると、30年度以降に目的積立金として使用できます。

損益計算書損益計算書損益計算書損益計算書 主な増減理由

損益計算書損益計算書損益計算書損益計算書の概要の概要の概要の概要

（単位：百万円）

平成28年度平成28年度平成28年度平成28年度 平成29年度平成29年度平成29年度平成29年度 増減額増減額増減額増減額
　経常費用　経常費用　経常費用　経常費用
　　業務費　　業務費　　業務費　　業務費 40,95140,95140,95140,951 41,04341,04341,04341,043 92929292

　　　 教育経費　　　 教育経費　　　 教育経費　　　 教育経費 1,9841,9841,9841,984 1,9331,9331,9331,933 △ 51△ 51△ 51△ 51

　　　 研究経費　　　 研究経費　　　 研究経費　　　 研究経費 2,1332,1332,1332,133 2,0622,0622,0622,062 △ 71△ 71△ 71△ 71

　　　 診療経費　　　 診療経費　　　 診療経費　　　 診療経費 12,57012,57012,57012,570 12,83412,83412,83412,834 265265265265

　　　 教育研究支援経費　　　 教育研究支援経費　　　 教育研究支援経費　　　 教育研究支援経費 1,0491,0491,0491,049 581581581581 △ 468△ 468△ 468△ 468

　　　 受託研究・事業費等　　　 受託研究・事業費等　　　 受託研究・事業費等　　　 受託研究・事業費等 1,3401,3401,3401,340 1,6371,6371,6371,637 296296296296

　　　 人件費　　　 人件費　　　 人件費　　　 人件費 21,87521,87521,87521,875 21,99621,99621,99621,996 121121121121

　　一般管理費　　一般管理費　　一般管理費　　一般管理費 916916916916 936936936936 20202020

　　財務費用等　　財務費用等　　財務費用等　　財務費用等 177177177177 137137137137 △ 41△ 41△ 41△ 41

  　　 経常費用　計：  　　 経常費用　計：  　　 経常費用　計：  　　 経常費用　計： 42,04342,04342,04342,043 42,11542,11542,11542,115 71717171

　経常収益　経常収益　経常収益　経常収益
　　運営費交付金収益　　運営費交付金収益　　運営費交付金収益　　運営費交付金収益 11,54211,54211,54211,542 12,20512,20512,20512,205 662662662662

　　学生納付金収益　　学生納付金収益　　学生納付金収益　　学生納付金収益 5,6125,6125,6125,612 5,5665,5665,5665,566 △ 46△ 46△ 46△ 46

　　附属病院収益　　附属病院収益　　附属病院収益　　附属病院収益 19,82319,82319,82319,823 20,27920,27920,27920,279 456456456456

　　受託研究・寄付金等収益　　受託研究・寄付金等収益　　受託研究・寄付金等収益　　受託研究・寄付金等収益 2,5452,5452,5452,545 2,8022,8022,8022,802 257257257257

　　資産見返負債戻入　　資産見返負債戻入　　資産見返負債戻入　　資産見返負債戻入 1,7541,7541,7541,754 1,2771,2771,2771,277 △ 477△ 477△ 477△ 477

　　その他収益　　その他収益　　その他収益　　その他収益 1,1411,1411,1411,141 1,0401,0401,0401,040 △ 100△ 100△ 100△ 100

　　　経常収益　計：　　　経常収益　計：　　　経常収益　計：　　　経常収益　計： 42,41742,41742,41742,417 43,17043,17043,17043,170 752752752752

　経常利益（△経常損失）　経常利益（△経常損失）　経常利益（△経常損失）　経常利益（△経常損失） 374374374374 1,0551,0551,0551,055 681681681681

　臨時損失　臨時損失　臨時損失　臨時損失 35353535 24242424 △ 10△ 10△ 10△ 10

　臨時利益　臨時利益　臨時利益　臨時利益 131131131131 75757575 △ 57△ 57△ 57△ 57

　当期純利益　当期純利益　当期純利益　当期純利益 470470470470 1,1051,1051,1051,105 635635635635

　目的積立金取崩額　目的積立金取崩額　目的積立金取崩額　目的積立金取崩額 160160160160 0000 △ 160△ 160△ 160△ 160

　当期総利益（△当期総損失）　当期総利益（△当期総損失）　当期総利益（△当期総損失）　当期総利益（△当期総損失） 631631631631 1,1051,1051,1051,105 474474474474

※百万円未満四捨五入のため、合計は一致しない場合があります。

医薬品費、診療材料費の増加

附属病院の経営努力（手術件数の

増加等）に伴う増収

交付額の増加と業務達成基準適用

に伴う債務繰越額の減少

貸借対照表の当期未処分利益と

一致します

当期受入額の増加に伴う執行額の

増加

国からの承継図書除却の減少

国からの承継図書除却の減少



■■■■キャッシュ・フロー計算書とはキャッシュ・フロー計算書とはキャッシュ・フロー計算書とはキャッシュ・フロー計算書とは

一会計期間における国立大学法人の資金（キャッシュ）の収支状況について、
一定の活動区分（業務活動・投資活動・財務活動の３区分）に分類して示した
ものです。

業務活動によるキャッ
シュ・フローの主な増加
要因としては、附属病院
の経営努力による附属病
院収入の増加2.1億円が
あげられます。
また、主な減少要因とし
て、人件費支出の増加
5.9億円があげられます。

投資活動によるキャッ
シュ・フローの主な減少
要因として、定期預金等
の預入の増加が46億円
となっており、払戻の増
加額より多額であること
があげられます。

財務活動によるキャッ
シュ・フローの主な減少
要因として、長期借入金
収入の減少5.6億円があ
げられます。

主な増減理由

キャッシュ・フロー計算書キャッシュ・フロー計算書キャッシュ・フロー計算書キャッシュ・フロー計算書の概要の概要の概要の概要

（単位：百万円）

平成28年度平成28年度平成28年度平成28年度 平成29年度平成29年度平成29年度平成29年度 増減額増減額増減額増減額

Ⅰ　業務活動によるキャッシュ・フローⅠ　業務活動によるキャッシュ・フローⅠ　業務活動によるキャッシュ・フローⅠ　業務活動によるキャッシュ・フロー 5,1375,1375,1375,137 4,5844,5844,5844,584 △ 554△ 554△ 554△ 554

　　　　原材料等支出　　　　原材料等支出　　　　原材料等支出　　　　原材料等支出 △ 14,350△ 14,350△ 14,350△ 14,350 △ 14,751△ 14,751△ 14,751△ 14,751 △ 401△ 401△ 401△ 401

　　　　人件費支出　　　　人件費支出　　　　人件費支出　　　　人件費支出 △ 21,835△ 21,835△ 21,835△ 21,835 △ 22,429△ 22,429△ 22,429△ 22,429 △ 593△ 593△ 593△ 593

　　　　その他の業務支出　　　　その他の業務支出　　　　その他の業務支出　　　　その他の業務支出 △ 895△ 895△ 895△ 895 △ 817△ 817△ 817△ 817 77777777

　　　　運営費交付金収入　　　　運営費交付金収入　　　　運営費交付金収入　　　　運営費交付金収入 12,60812,60812,60812,608 12,81212,81212,81212,812 204204204204

　　　　学生納付金収入　　　　学生納付金収入　　　　学生納付金収入　　　　学生納付金収入 5,2125,2125,2125,212 5,1735,1735,1735,173 △ 39△ 39△ 39△ 39

　　　　附属病院収入　　　　附属病院収入　　　　附属病院収入　　　　附属病院収入 20,00920,00920,00920,009 20,21520,21520,21520,215 206206206206

　　　　受託研究・補助金・寄付金収入　　　　受託研究・補助金・寄付金収入　　　　受託研究・補助金・寄付金収入　　　　受託研究・補助金・寄付金収入 3,5253,5253,5253,525 3,6133,6133,6133,613 88888888

　　　　その他収入　　　　その他収入　　　　その他収入　　　　その他収入 834834834834 794794794794 △ 40△ 40△ 40△ 40

　　　　預り金の増加（または減少）　　　　預り金の増加（または減少）　　　　預り金の増加（または減少）　　　　預り金の増加（または減少） 31313131 △ 25△ 25△ 25△ 25 △ 56△ 56△ 56△ 56

Ⅱ　投資活動によるキャッシュ・フローⅡ　投資活動によるキャッシュ・フローⅡ　投資活動によるキャッシュ・フローⅡ　投資活動によるキャッシュ・フロー △ 2,702△ 2,702△ 2,702△ 2,702 △ 4,087△ 4,087△ 4,087△ 4,087 △ 1,385△ 1,385△ 1,385△ 1,385

　　　　有価証券の取得による支出　　　　有価証券の取得による支出　　　　有価証券の取得による支出　　　　有価証券の取得による支出 △ 15,800△ 15,800△ 15,800△ 15,800 △ 18,800△ 18,800△ 18,800△ 18,800 △ 3,000△ 3,000△ 3,000△ 3,000

　　　　有価証券の償還による収入　　　　有価証券の償還による収入　　　　有価証券の償還による収入　　　　有価証券の償還による収入 15,80015,80015,80015,800 18,80018,80018,80018,800 3,0003,0003,0003,000

　　　　定期預金等の預入による支出　　　　定期預金等の預入による支出　　　　定期預金等の預入による支出　　　　定期預金等の預入による支出 △ 16,100△ 16,100△ 16,100△ 16,100 △ 20,700△ 20,700△ 20,700△ 20,700 △ 4,600△ 4,600△ 4,600△ 4,600

　　　　定期預金等の払戻による収入　　　　定期預金等の払戻による収入　　　　定期預金等の払戻による収入　　　　定期預金等の払戻による収入 16,10016,10016,10016,100 19,10019,10019,10019,100 3,0003,0003,0003,000

　　　　預託金の預入による支出　　　　預託金の預入による支出　　　　預託金の預入による支出　　　　預託金の預入による支出 △ 100△ 100△ 100△ 100 △ 100△ 100△ 100△ 100 0000

　　　　預託金の払戻による収入　　　　預託金の払戻による収入　　　　預託金の払戻による収入　　　　預託金の払戻による収入 100100100100 100100100100 0000

　　　　有形固定資産等の取得による支出　　　　有形固定資産等の取得による支出　　　　有形固定資産等の取得による支出　　　　有形固定資産等の取得による支出 △ 2,910△ 2,910△ 2,910△ 2,910 △ 2,752△ 2,752△ 2,752△ 2,752 158158158158

　　　　有形固定資産等の売却による収入　　　　有形固定資産等の売却による収入　　　　有形固定資産等の売却による収入　　　　有形固定資産等の売却による収入 0000 3333 3333

　　　　施設費による収入　　　　施設費による収入　　　　施設費による収入　　　　施設費による収入 197197197197 248248248248 52525252

　　　　その他　　　　その他　　　　その他　　　　その他 11111111 13131313 1111

Ⅲ　財務活動によるキャッシュ・フローⅢ　財務活動によるキャッシュ・フローⅢ　財務活動によるキャッシュ・フローⅢ　財務活動によるキャッシュ・フロー △ 1,362△ 1,362△ 1,362△ 1,362 △ 1,934△ 1,934△ 1,934△ 1,934 △ 571△ 571△ 571△ 571

　　　　学位授与機構債務負担金の返済支出　　　　学位授与機構債務負担金の返済支出　　　　学位授与機構債務負担金の返済支出　　　　学位授与機構債務負担金の返済支出 △ 762△ 762△ 762△ 762 △ 746△ 746△ 746△ 746 15151515

　　　　長期借入金の借入による収入　　　　長期借入金の借入による収入　　　　長期借入金の借入による収入　　　　長期借入金の借入による収入 932932932932 374374374374 △ 558△ 558△ 558△ 558

　　　　長期借入金の返済による支出　　　　長期借入金の返済による支出　　　　長期借入金の返済による支出　　　　長期借入金の返済による支出 △ 774△ 774△ 774△ 774 △ 831△ 831△ 831△ 831 △ 57△ 57△ 57△ 57

　　　　リース債務等の返済による支出　　　　リース債務等の返済による支出　　　　リース債務等の返済による支出　　　　リース債務等の返済による支出 △ 604△ 604△ 604△ 604 △ 608△ 608△ 608△ 608 △ 3△ 3△ 3△ 3

　　　　利息の支払い額　　　　利息の支払い額　　　　利息の支払い額　　　　利息の支払い額 △ 155△ 155△ 155△ 155 △ 123△ 123△ 123△ 123 32323232

Ⅳ　資金増加額（又は減少額）（Ⅰ＋Ⅱ＋Ⅲ）Ⅳ　資金増加額（又は減少額）（Ⅰ＋Ⅱ＋Ⅲ）Ⅳ　資金増加額（又は減少額）（Ⅰ＋Ⅱ＋Ⅲ）Ⅳ　資金増加額（又は減少額）（Ⅰ＋Ⅱ＋Ⅲ） 1,0731,0731,0731,073 △ 1,437△ 1,437△ 1,437△ 1,437 △ 2,510△ 2,510△ 2,510△ 2,510

Ⅴ　資金期首残高Ⅴ　資金期首残高Ⅴ　資金期首残高Ⅴ　資金期首残高 5,7095,7095,7095,709 6,7826,7826,7826,782 1,0731,0731,0731,073

Ⅵ　資金期末残高（Ⅳ＋Ⅴ）Ⅵ　資金期末残高（Ⅳ＋Ⅴ）Ⅵ　資金期末残高（Ⅳ＋Ⅴ）Ⅵ　資金期末残高（Ⅳ＋Ⅴ） 6,7826,7826,7826,782 5,3455,3455,3455,345 △ 1,437△ 1,437△ 1,437△ 1,437

   とは一致しておりません。

※百万円未満四捨五入のため、合計は一致しない場合があります。

※キャッシュ・フロー計算書の「期末資金残高」には定期預金が含まれないため、貸借対照表の現金及び預金



財務指標による財務分析について財務指標による財務分析について財務指標による財務分析について財務指標による財務分析について

財務指標による経年比較財務指標による経年比較財務指標による経年比較財務指標による経年比較

本学の第２期中期計画期間の平均を「１」とし、それに対する伸び率を表してい
ます。外側であるほど値が良く、数値が低い方が望ましいものについては逆数を用
いて算出しています。

教育、研究に対する投資が減少傾向ですが、外部資金獲得への成果は現れていま
す。

利率の減少に伴い、従来よ
り大幅に減少しています。

受託研究費、共同研究費、受託事業
費等の受入増に伴い、外部資金比率
が上昇しており、外部資金獲得への
努力が成果として現れています。

経営努力により附属病院収益が増加し、
良好な経営状況といえます。

教育、研究に対する投資が
減少傾向にあります。



判断 *1

教育経費比率　 ↑↑↑↑
教育経費比率（％）

　　　＝教育経費÷業務費×100
4.7% 5.8%

研究経費比率 ↑↑↑↑
研究経費比率（％）
　　　＝研究経費÷業務費×100

5.0% 6.9%

学生当教育経費　 ↑↑↑↑ 学生当教育経費（千円）＝教育経費÷学生実員 207千円 230千円

教員当研究経費　 ↑↑↑↑ 教員当研究経費（千円）＝研究経費÷教員実員 1,812千円 2,368千円

診療経費比率　 ↓↓↓↓
診療経費比率（％）
　　　＝診療経費÷附属病院収益×100

63.3% 62.1%

附属病院収入対長期借
入金返済比率

↓↓↓↓
附属病院収入対長期借入金返済比率（％）
　　　＝（長期借入金返済＋財務経営センター
　　　　　納付金）÷附属病院収益×100

7.5% 8.3%

病床当附属病院収益 ↑↑↑↑
病床当附属病院収益（千円）
　　　＝附属病院収益÷病床数

32,394千円 28,683千円

外部資金比率 ↑↑↑↑
外部資金比率（％）
　　　＝外部資金収益÷経常収益×100

6.5% 5.5%

人件費比率 ↓↓↓↓ 人件費比率（％）＝人件費÷業務費×100 53.6% 54.0%

一般管理費比率 ↓↓↓↓
一般管理費比率（％）
　　　＝一般管理費÷業務費×100

2.3% 2.7%

貸借対照表

損益計算書
受取利息比率 ↑↑↑↑

受取利息比率（％）

　　　＝（受取利息＋有価証券利息）÷（現金・
　　　　　預金＋有価証券）×100

0.1% 0.3%

貸借対照表 流動比率 ↑↑↑↑ 流動比率（％）＝流動資産÷流動負債×100 121.0% 114.3%

　*1　↑↑↑↑高い方が望ましい、↓↓↓↓低い方が望ましい

29年度
【参考】

第2期中期期間

平均

損益計算書

附属病院
ｾｸﾞﾒﾝﾄ情報

損益計算書

関連財務
諸表

財務指標
計算式

効 率 性

活 動 性

発 展 性

効 率 性

発 展 性

収 益 性

経営が効率的に実施されているか

多様な資金（外部資金）を確保して大学と

しての財源を安定させているか

自己収入について、経費に見合う収益確保

がなされているか

教育経費比率 ： 教育経費が大学の業務費に占める割合であり、大学の

業務における教育の比重を判断する指標

研究経費比率 ： 研究経費が大学の業務費に占める割合であり、大学の

業務における研究の比重を判断する指標

学生当教育経費 ： 学生1人あたりの教育経費であり、大学における

教育活動の活発さを判断する指標

教員当研究経費 ： 教員1人あたりの研究経費であり、大学における

研究活動の活発さを判断する指標

健 全 性

健 全 性

収 益 性

収 益 性

活 動 性 教育研究活動が適正な水準で実施されてい

るか

健 全 性 継続安定的に教育研究を提供するため財務の

健全性が確保されているか

人件費比率 ： 人件費が大学の業務費に占める割合であり、人件費の削減

計画等に基づく効率的な運営がされているかどうかを示す

指標

一般管理費比率 ： 主たる業務とされる教育研究以外の管理運営に係る

経費と事業経費との割合であり、効率的な運営がさ

れているどうかを示す指標

附属病院収入対長期借入金返済比率：

附属病院収益に対する長期借入金返済の比率であり、当該国立

大学附属病院の健全性を判断する1つの指標

流動比率 ： １年以内に返済又は支払うべき債務（流動負債）に対して、

現金化が可能な流動資産がどの程度確保されているかどう

かを示す指標

外部資金比率 ： 経常収益に対する外部から獲得した収益の比率であり、

大学の外部資金による活動状況及び収益状況を判断する

指標

診療経費比率 ： 附属病院収益に対する診療経費の比率であり、附属病院の

収益性を判断する指標

病床当附属病院収益 ： 病床1床あたりの病院収益であり、附属病院に

おける収益性を判断する指標

受取利息比率 ： 現金預金、有価証券からどれだけの利息を得ているかを

示す指標

収 益 性
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